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理を聞くと、 冷凍庫を開けて 「このソーセージパイだ」と返ってきた。小学校では野菜嫌いを減らす給食改革が始まって るその道は決して平坦ではないだろう。
　昨年七月、体重八〇キロの一七歳の女性











よると、肥満とされる値（一五歳以上でＢＭＩ 〈体重 （㎏） ／身長 ｍ） の二乗〉 が三〇以上）は、英国では二三％に上っている。ＯＥＣＤ加盟三〇カ国の中 米国の三二％、メキシコの二四％に次いで 番目で、欧州では最も高い。肥満予備軍 オーバーウエイト率（ＢＭＩ二五～三〇未満）を含めと、その割合は一気に六 ま 上がり、一位の米国の六六％に次ぐ数字 なる（ちなみに日本の肥満率 三％、オーバーウエイト率を含めても二五％といずれも加盟中最小） 。欧州の平均肥満率（一三％）比べるといかに英国が突出しているかがわかる。しかも、その数値はここ二〇年で倍以上に膨れ、増加率は文句なしの一位である。オーバーウエイト率に限れば加盟国中トップで、今後、肥満 でも米国を追い越す可能性は十分にある。
　なぜ欧州の中でも英国に限ってこれほど
肥満率が高いのか 英国滞在時のフラットメイト（二三歳男性）を例 挙げると、彼
